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医薬品の採用・中止・変更について －平成 30 年 12 月 6 日薬事委員会結果報告－ 

➊院内新規試用医薬品 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

  

エフィエント錠 3.75mg(プラスグレル塩酸塩) 抗血小板剤 

エフィエント OD 錠 20mg(プラスグレル塩酸塩) 抗血小板剤 

グーフィス錠 5mg(エロビキシバット水和物) 慢性便秘症治療剤 

ツムラ半夏厚朴湯エキス顆粒 漢方製剤 

ビプレッソ徐放錠 50mg(クエチアピンフマル酸塩) 双極性障害のうつ症状治療剤 

アノーロエリプタ 30 吸入用 

(ウメクリジニウム臭化物、ビランテロールトリフェニル酢酸塩) 
COPD 治療配合剤 

エイベリス点眼液 0.002％(オミデネパグイソプロピル) 緑内障・高眼圧症治療剤 

モビコール配合内用剤 慢性便秘症治療剤 
  

⇒ 平成 30 年 12 月 18 日より処方開始の予定です。 

 

➋製剤変更医薬品 

変更前医薬品名 ⇒ 変更後医薬品名（成分名） 薬品分類 

  

バロジェクトゾル 100 ⇒ エネマスター注腸散 (硫酸バリウム) 注腸用 X 線造影剤 

エスラックス静注 50mg/5.0mL 

 ⇒ ロクロニウム臭化物静注液 50mg/5.0mL「マルイシ」 
非脱分極性麻酔用筋弛緩剤 

  

⇒ 旧製剤の在庫がなくなり次第、変更とします。 

 

 

➌院内採用中止医薬品 
 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

  

アシテアダニ舌下錠 100 単位(IR) 

(ヤケヒョウダニエキス原末、コナヒョウダニエキス原末) 
ダニアレルギー減感作療法剤 

ネオキシテープ 73.5mg(オキシブチニン塩酸塩) 過活動膀胱治療剤 

ベストロン耳鼻科 1%(塩酸セフメノキシム) 外用抗生物質製剤 

アトワゴリバース静注シリンジ 

(ネオスチグミンメチル硫酸塩、アトロピン硫酸塩水和物) 
副交感神経興奮剤 

アナフラニール点滴静注液 25mg(クロミプラミン塩酸塩) モノアミン再取り込み阻害剤 

ドプラム注射液 400mg(ドキサプラム塩酸塩水和物) 呼吸促進剤 

ベクロニウム静注用 10mg「F」(ベクロニウム臭化物) 非脱分極性麻酔用筋弛緩剤 

リスモダン P 静注 50mg(ジソピラミドリン酸塩) 抗不整脈剤（第Ⅰ群） 
  

⇒ 院内の在庫がなくなり次第、中止とします。   
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➍院外採用中止医薬品 

医薬品名（成分名） 薬品分類 

  

アラバ錠 20mg(レフルノミド) 抗リウマチ剤 

ジフルカンカプセル 50mg(フルコナゾール) 深在性真菌症治療剤 

ジフルカンドライシロップ 1400mg(フルコナゾール) 深在性真菌症治療剤 

ツムラ茵蔯五苓散エキス顆粒 漢方製剤 

ツムラ調胃承気湯エキス顆粒 漢方製剤 

ツムラ通導散エキス顆粒 漢方製剤 

ツムラ茯苓飲エキス顆粒 漢方製剤 

ヘパリン類似物質外用泡状スプレー0.3%｢日本臓器｣(ヘパリン類似物質) 血行促進・皮膚保湿剤 

アディノベイト静注用 2000(ルリオクトコグアルファペゴル) 血液凝固第Ⅷ因子製剤 
  

⇒ 在庫がなくなり次第中止としますが、最終を平成 31 年 3 月 31 日とします。 

 

➎販売中止医薬品 

医薬品名（成分名）                   (外) ： 院外専用医薬品 薬品分類 

  

インテバン SP25(インドメタシン) (外) 鎮痛・解熱・抗炎症剤 

ジメンシー配合錠(ダクラタスビル、アスナプレビル、ベクラブビル) (外) 抗ウイルス化学療法剤 

スローケー錠 600mg(塩化カリウム) (外) 徐放性カリウム剤 

ラシックス細粒 4%(フロセミド) (外) 利尿降圧剤 

アクリノール 0.1%液「ヨシダ」(アクリノール) 外用殺菌消毒剤 

コージネイト FS バイオセット注 2000(オクトコグアルファ) (外) 血液凝固第Ⅷ因子製剤 
  

⇒ 在庫がなくなり次第、中止とします。 
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新規採用医薬品情報 

 

【院内新規試用医薬品】 

 

(プラスグレル塩酸塩) 

エフィエント錠 3.75mg  

Efient 3.75mg/錠 〔第一三共〕 

〔薬価〕276.1 円/錠 

エフィエント OD錠 20mg  

Efient 20mg/錠  

〔薬価〕1,128.8 円/錠 

【効】経皮的冠動脈形成術(PCI)が適用される下記の

虚血性心疾患：急性冠症候群(不安定狭心症、非 ST

上昇心筋梗塞、ST 上昇心筋梗塞)、安定狭心症、陳

旧性心筋梗塞 

【用】(内) 投与開始日に 20mg を 1 日 1 回投与し、そ

の後、維持用量として 1 日 1 回 3.75mg を投与する。 

 

(エロビキシバット水和物) 

グーフィス錠 5mg  

Goofice 5mg/錠 〔ＥＡファーマ〕 

〔薬価〕105.8 円/錠 

【効】慢性便秘症(器質的疾患による便秘を除く) 

【用】(内) 10mg を 1 日 1 回食前に投与する。最高用

量は 1 日 15mg とする。 

 

ツムラ半夏厚朴湯エキス顆粒  

 (配合剤) 2.5g/包 〔ツムラ〕 

〔薬価〕9.6 円/包 

 7.5g 中下記の割合の乾燥エキス 2.5g(ハンゲ

6g、ブクリョウ 5g、コウボク 3g、ソヨウ 2g、

ショウキョウ 1g) 

 

 

【効】気分がふさいで、咽喉、食道部に異物感があり、

ときに動悸、めまい、嘔気等を伴う次の諸症：不安

神経症、神経性胃炎、つわり、せき、しわがれ声、

神経性食道狭窄症、不眠症 

【用】(内) 1 日 7.5g を 2～3 回に分割し、食前又は食

間に投与する。 

 

 (クエチアピンフマル酸塩) 

ビプレッソ徐放錠 50mg  

Bipresso 50mg/錠 〔共和薬品〕 

〔薬価〕69.5 円/錠 

【効】双極性障害におけるうつ症状の改善 

【用】(内) 1 回 50mg より投与を開始し、2 日以上の

間隔をあけて 1 回 150mg へ増量する。その後、さら

に 2 日以上の間隔をあけて、推奨用量である 1 回

300mg に増量する。いずれも 1 日 1 回就寝前とし、

食後 2 時間以上あけて投与すること。 

 

アノーロエリプタ 30吸入用 

Anoro（配合剤）30 ブリスター/個 〔グラクソ〕 

〔薬価〕7,924.7 円/キット 

 1 ブリスター中： 

ウメクリジニウム臭化物      62.5μg 

ビランテロールトリフェニル酢酸塩   25μg 

 

 

【効】慢性閉塞性肺疾患(慢性気管支炎・肺気腫）の

気道閉塞性障害に基づく諸症状の緩解(長時間作用

性吸入抗コリン剤及び長時間作用性吸入 β2刺激剤の

併用が必要な場合) 

【用】(外) 1 吸入を 1 日 1 回吸入投与する。 

 

(オミデネパグイソプロピル) 

エイベリス点眼液 0.002％  

Eybelis  2.5mL/本 〔参天〕 

〔薬価〕945.3 円/mL 

〔貯法〕遮光、2～8℃ 

【効】緑内障、高眼圧症 

【用】(外) 1 回 1 滴、1 日 1 回点眼する。 

 

 

使用上の注意の詳細については電子カルテの JUS D.I.を参照して下さい。 
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モビコール配合内用剤 

 (配合剤)  6.8523g/包 〔持田〕 

〔薬価〕83.9 円/包 

 1 包中:マクロゴール 4000 6.5625g 塩化ナト

リウム  0.1754g  炭酸水素ナトリウム 

0.0893g 塩化カリウム 0.0251g 

 

 

【効】慢性便秘症(器質的疾患による便秘を除く) 

【用】(内) 2 歳以上 7 歳未満の幼児には初回用量とし

て 1 回 1 包を 1 日 1 回投与する。以降、症状に応じ

て適宜増減し、1 日 1～3 回投与、最大投与量は 1 日

量として 4 包まで(1 回量として 2 包まで)とする。

増量は 2 日以上の間隔をあけて行い、増量幅は 1 日

量として 1 包までとする。 

7 歳以上 12 歳未満の小児には初回用量として 1 回

2 包を 1 日 1 回投与する。以降、症状に応じて適宜

増減し、1 日 1～3 回投与、最大投与量は 1 日量とし

て 4 包まで(1 回量として 2 包まで)とする。増量は

2 日以上の間隔をあけて行い、増量幅は 1 日量とし

て 1 包までとする。 

成人及び 12 歳以上の小児には初回用量として

1 回 2 包 1 日 1 回投与する。以降、症状に応じて適

宜増減し、1 日 1～3 回投与、最大投与量は 1 日量と

して 6 包まで(1 回量として 4 包まで)とする。増量

は 2 日以上の間隔をあけて行い、増量幅は 1 日量と

して 2 包までとする。 

 

 

【製剤変更医薬品】 

 

(硫酸バリウム) 

エネマスター注腸散  

Enemastar 400g/袋 〔伏見〕 

〔薬価〕1.45 円/g 

【効】消化管(大腸)撮影 

【用】(注) 検査部位及び検査方法に応じ、本剤の適

量に適量の水を加えて適当な濃度とし、その適量を

注腸する。(但し、本剤は経口投与してはならない) 

成人は下記量を標準とする。 

検査部位  検査方法  
硫酸バリウム 

濃度(w/v%)  
用量(mL)  

大腸  (注腸) 20～130  200～2,000 

 

 

(ロクロニウム臭化物) 

ロクロニウム臭化物静注液 50mg/5.0mL「マ

ルイシ」  

Rocuronium 50mg/5mL/瓶 〔丸石〕 

〔薬価〕413 円/瓶 

【効】麻酔時の筋弛緩、気管挿管時の筋弛緩 

【用】(注) 挿管用量として 0.6mg/kg を静脈内投与し、

術中必要に応じて 0.1～0.2mg/kg を追加投与する。

持続注入により投与する場合は、7µg/kg/分の投与速

度で持続注入を開始する。挿管用量の上限は

0.9mg/kg までとする。 

 

 


